
住吉海岸

大炊田海岸
石崎川

一ツ瀬川

シーガイアＩＣ

住吉ＩＣ

一ツ葉ＰＡ

突堤L=300m

シェラトン・グランデ・
オーシャンリゾート

オーシャンドーム トム・ワトソンゴルフコース

フェニックスカントリークラブ

宮崎市フェニックス
自然動物園

補助突堤①L=150m

補助突堤②L=50m

埋設護岸L=1,100m

埋設護岸L=1,600m

宮崎海岸市民談義所現地見学会

動物園東

日時：平成27年2月14日（土）

場所：宮崎海岸 （宮崎市住吉 動物園東地区）

- 1 -



九地方整備局

直轄施行区域
（L=6,856m石崎川河川区域除く）

見学箇所

宮崎海岸の位置 - 2 -
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■工事概要：埋設護岸工 L=400m
（内サンドパックL=280m）

※南端接続部と里道アクセス部は仮設

養浜 約２．３万m3

■施 工：宮崎海岸埋設護岸等（１工区）工事 ：龍南建設㈱
宮崎海岸埋設護岸等（２工区）工事 ：㈱山本組

■工 期：平成２７年３月まで

【連 携】 ※河川・港湾事業（県）と連携した養浜も実施

全施工範囲 L=1,100m

施工範囲 L=400m（埋設護岸）
※南端接続部と里道アクセス部は仮設

里道

南端
接続部

里道
アクセス部

H２６年度の埋設護岸工事（１） - 3 -
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H２６年度の埋設護岸工事（２） - 4 -
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埋設護岸工の施工手順

サンドパック袋材敷設

中詰材充填
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養 浜

アスファルトマット海上輸送

完 成

異物探査

掘削・敷均し

アスファルトマット敷設

アスファルトマット撓み込ませ
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住吉海岸（H27 ）

アスファルトマット海上輸送 - 6 -

住吉海岸（H27 ）

起重機船１８００ｔ



- 7 -異物探査 - 7 -

住吉海岸（H27 ）

リッパドーザ
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大炊田海岸（H25 ）

掘削・敷均し - 8 -



アスファルトマット敷設

アスファルトマット
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２００ｔクレーン

住吉海岸（H27 ）



サンドパック袋材敷設

サンドパック袋材

砂丘
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大炊田海岸（H25 ）



ホース

九州地方整備局中詰め材充填（取水状況） - 11 -



水槽

砂投入

中詰め材充填（水槽への砂投入状況） - 12 -



九州地方整備局
サンドパック袋材への砂充填（水槽内）中詰め材充填（水槽内）

H25大炊田海岸

サンドポンプ
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中詰め材充填（充填前）

水槽

サンドパック

充填口
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H25大炊田海岸



中詰め材充填（充填状況）

サンドパック

- 15 -

H25大炊田海岸



中詰め材充填完了

サンドパック

砂丘
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大炊田海岸（H25）



- 17 -アスファルトマット撓み込ませ - 17 -

住吉海岸（H27 ）

アスファルトマット

バックホウ



養 浜

サンドパック
養浜材
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大炊田海岸（H25）



砂丘

サンドパック
埋設区間

養浜

九州地方整備局
完成 - 19 -完 成

大炊田海岸（H25）
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サンドパックの袋材は、現地の砂の色調と整合するよう改良が行われた。

宮崎海岸の現地実験で使用したサンドパック
改良品改良品

砂がかむと目立たなくなる
（改良品）

サンドパック袋材の色の改良（上：砂上に置いた写真、下：砂がかんだ写真）

黒

茶色

オレンジ（宮崎海岸の現地実験に使用）

工夫点（景観への配慮） - 20 -- 20 -



SP79

SP16-17付近

アスファルトマットのめくれ

平成26年10月14日撮影 平成26年10月23日撮影

平成26年8月9日撮影平成26年10月22日撮影 平成26年10月11日撮影（CCTV）

SP70

SP68

平成26年10月20日撮影

SP58
SP59

変状箇所（SP1～20）
石崎川
河口

ＫＤＤＩタワー

ｸﾘｰﾝﾊﾟｰｸ排水管

サンドパックNo. 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

変状箇所（SP54～79）

SP9

・アスファルトマットは、北部および南部において、めくれ、波打ち等が発生した。

（３） 5つの台風による埋設護岸の変状と変状原因

⑤めくれ・波打ちが生じたアスファルトマット ａ)変状

- 21 -第２４回談義所資料抜粋



基本構造 ステップアップのポイント
H26台風での状況
も踏まえた確認結果

従来（H25大炊田海岸埋設護岸）  一部区間で、Asマットのめ
くれ等が生じた。

 一部箇所で、Asマットの番

線飛び出しにより、サンド
パックが損傷した。

 一部箇所で、Asマットの沈

下及びそれに追随する形
でサンドパックの沈下・変
状が生じた。

 H26ステップアップ案  Asマットめくれ防止のため、Asマットの
先端を撓み込ませる。

 Asマットの孔からAsマット下の土砂が

過剰に流出して沈下している可能性が
あるため、孔なしとする。

 サンドパック下からの吸出しが生じて
いる可能性があるため、下段陸側サン
ドパックまでAsマットを踏み込ませる。

 斜めに入射する波に対するめくれ防止
と重ね合わせの隙間からの波のつっ
こみを防止するために、マットを重ねず
に突合せる。

 サンドパックへの損傷防止のため、構
成材料に番線を使用しない。

 Asマットめくれ防止につい
ては、既設Asマットの先端

を撓み込ませることで、めく
れ防止効果が期待できるこ
とを確認した。

 既設Asマットにより、侵食

（洗掘等による地盤低下）
のサンドパックへの波及低
減効果を確認した。

 波向に対応するようにめく
れが生じていたことを確認
した。

T.P.+4.0m
T.P.+2.5m

T.P.+1.0m

T.P.+4.5m

地盤線

サンドパック

Asマット（孔あり）
養浜

海→←陸

T.P.+4.0m
T.P.+2.5m

T.P.+1.0m

T.P.+4.5m

地盤線

Asマット
（孔なし・番線なし）

養浜

海→←陸

撓み込ませサンドパック 陸側に延長

Asマット（孔あり）

Asマット
（孔なし・番線なし）

重ね合わせ

端部は突合せて
下部に目地マット

Asマット
サンドパック

サンドパックサンドパック
Asマット

目地マット

構造のステップアップ - 22 -



サンドパックの効果（未整備区間【住吉海岸】）

平成26年10月11日
（台風19号通過前）

平成26年10月13日
（台風19号通過後）

高波浪の影響による
砂丘の侵食！
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サンドパックの効果（整備区間【大炊田海岸】 ）

平成26年10月6日
（台風19号通過前）

平成26年10月14日
（台風19号通過後）

高波浪から
砂丘の侵食を防ぐ！
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